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心機一転・心の準備 

 
幌西ほうおん  

管理者 富永 一史 

早いもので、年度末から２０２３年度を迎える心の準備を整える時期が 

やってきました。 

２０２２年度も、もう残りわずかとなり、今年度もなんとか無事終了を迎え

ることができそうで、少しほっとしているところであります。 

これも保護者の皆様をはじめ地域の皆様、そして関係者の皆様の多大なる

ご支援、ご協力の賜物と心から感謝申し上げます。 

昨今では、コロナウィルスが２類から５類に変わる不安やウクライナの 

侵攻の問題、さらには電気料値上げに物価高騰等、世間は本当に暗いことばか

り。 

そんな中、４月１日から９名の新任職員が入って参ります。遠くは、京都 

から来られる方もおられ、みなさん明るく元気で、本当にうれしい限りです。 

また、今年度の主だった改修事業等の報告では、予定通り、地域交流ホーム

ひまわりに普段はもちろん、非常災害時にも冷暖房が使える「石油ガス災害 

バルク等」の設置が完了しました。冬はもっと暖かくて、夏は涼しく、とても

快適です。 

最後に、私、４月から心機一転、法人発祥の地「幌西ほうおん」の管理者へ

と異動が決まり、今から大変緊張しておりますが、利用者様とふれあいながら

お仕事ができること本当にうれしく・楽しみにしております。 

最後になりますが、これからも幌西ほうおんはもちろん、利用者様の安全・

安心・健康・そして楽しみを提供できるよう、そして、地域により愛される  

札幌報恩会を目指していきたいと思っておりますので、引き続き、ご理解と 

ご協力の程よろしくお願い申し上げます。 

 

 


